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（様式第４号） 上田市地域クラブ活動推進協議会（令和７年度第３回） 会議概要 

１ 審 議 会 名 上田市地域クラブ活動推進協議会  

２ 日   時 令和８年３月１９日 午後７時から午後８時３０分まで  

３ 会   場 市役所本庁舎 ５階 大会議室  

４ 出 席 者 宮澤会長、矢島副会長、金井委員、佐野委員、竹田委員、矢島委員  

５ 市側出席者 春原文化政策課長、清水スポーツ推進課長、 

宮下スポーツ推進担当係長兼交流スポーツ担当係長、 

酒井教育長、池田教育次長、渡辺学校教育課長、清水部活動地域展開推進担当係長、 

齋藤地域展開推進コーディネーター、畠山地域展開推進コーディネーター、 

綿内学校教育担当主査、小井戸学校教育担当事務職員 

 

６ 公開・非公開 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開  

７ 傍 聴 者  ０人  記者 ２人  

８ 会議概要作成年月日 令和８年３月２３日  

協  議  事  項  等 

１ 開  会（事務局） 

２ 教育長あいさつ（酒井教育長） 

３ 会議事項 

（事務局）資料に沿い、以下について概要説明 

（１） 前回会議からの経過について 

（２） 「（仮称）上田地域クラブ」の応募結果について 

（３） 「（仮称）上田地域クラブ」の愛称審査結果について 

（４） 今後の予定について 

（５） 意見交換 

（委員） 3点お聞きしたい。 

     1点目、3月に開催した指導者研修の参加クラブ数、参加者数はどうだったか。 

     2点目、登録した地域クラブとして活動を始めているクラブはどのくらいあるか。 

     3点目、四中は部活動から展開されるクラブが多いが教員の兼職兼業はどのくらいあるのか。指

導者として何名くらいが参加しているか。また、指導者なしで自主練習としてクラブ活動を行っ

てもよいのかの規定がないが、自主練習はクラブ活動として認められるか。 

（事務局）1点目、指導者研修への出席は、48クラブ、人数は 88名。欠席は 4クラブ。 

     2 点目、中体連に登録しているのは 14 クラブ。このうち 4 クラブについてはクラブ登録申請が

されていない。全体で 52クラブあるうち、活動しているのは現時点で 10クラブ程度ということ

になる。 

     3点目、四中の教員の兼職兼業はこれから届け出てもらう。夏休み明けから地域クラブとして活

動予定であり、それまでは部活動として活動する。クラブとして活動を開始するまでには兼職兼

業届を出してもらうよう案内する。 

自主練習について、クラブ活動は指導者がつくものなのでクラブ活動としての自主練はない。自

主練は大事だが、やるのであれば個人としての練習になる。 

（委員） 指導者研修は出なければならないものとされているが、4 クラブは欠席であったとのこと。クラ

ブ側には研修の対象者についてどのように伝えているのか。研修は、登録されている指導者は全

員出席しなければならないのか、それともクラブから代表として出席すればよいのかが分からな

い。指導者の負担がどのくらいになるのかを知りたいためお聞きしたい。 

四中はクラブ登録した時点では兼職兼業となる教員はいないのか。 

（事務局）四中は兼職兼業の教員は現時点ではいない。 

     指導者研修を欠席したクラブには電話で欠席理由を確認しており、これからレポートを提出し

てもらう予定。今回の研修は初めての試みのため、クラブから代表で１名出席してもらえれば良
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いこととしている。この研修はクラブ側にも前向きにとらえてもらえたのではないかと思う。今

後は各クラブから最低１人は必ず出席してもらうようにしていく予定。今後の研修のテーマとし

て考えているものが 6つくらいある。しかし、研修出席には指導者側の負担もあり、また上田市

主催とは別のところで研修を受けている方もいるため、動画視聴とレポート提出で受講扱いとす

ることなども考えている。 

（委員） 全てのクラブの指導者が受けるのが原則だが、全員が研修に出席するのは難しいため、今のお話

にあったように、オンラインを活用してほしい。指定した期間中に動画を視聴してもらい、受講

したことがきちんとわかるような仕組みができると良いのではないか。 

（委員） 指導者への研修についてお話いただいた。指導における体罰等は社会問題にもなっているため、

今後の課題にもなっていく。別のご意見等あるか。 

（委員） いよいよ 4 月からクラブ化が始まる。資料 3、資料 3-1 について、上田地域クラブの愛称が決定

したことはとても素晴らしいと思う。せっかく募集して決まった愛称なので、「うえ JOY」をも

っと前面に出していったらどうか。「上田地域クラブ」＋「うえ JOY」だと、「うえ JOY」が後

ろになってしまう。「うえ JOY」を前にもってくるのはどうか。 

（事務局）より多くの人に知ってもらいたいと考えているが、移行期においては、「上田地域クラブ」とあ

わせて使用することで地域クラブを指すことの説明とし、まずは浸透させていきたい。 

（委員） 令和 9 年度からの完全移行に向け、令和 8 年度は諸課題が山積している。諸課題を洗い出しなが

らクリアしていく大変な１年になる。 

活動場所について、種目によるが、複数の学校の体育館で活動を行う予定のクラブがある。令和

8 年度の 1 年間、この申請内容にある時間帯での活動を想定していると思う。しかし、令和 9 年

度にクラブに完全移行したときには、令和 8 年度にはなかったほかのクラブもその中学校の体

育館を借りることになる。社会体育での使用もあり、その調整もされていると思うが、新たなク

ラブができた際にはそれまでに使用してきているクラブとの体育館使用の調整が課題となるの

ではないか。 

中学校の体育館が地域クラブ活動の活動場所として使用されることについては、まず市教委から

学校に説明、学校の職員会で共有がされるかと思うが、特定の種目しか受け入れられないという

ことがないようお願いしたい。学校の体育館が活動場所としての受け皿になることについて、令

和 9 年度に向け周知をお願いしたい。 

     また、スポーツ協会でも競技力向上についての会議があった。ある種目がクラブ化に向け動いて

いるが、学校や指導者の状況により、クラブの立ち上げに向けての動きに差がある。市教委、市

長部局含めた行政側とスポーツ協会などの間でも、情報共有、情報交換できる場があった方が良

いと思う。令和 8 年度はぜひそのような機会を設けてほしい。 

（委員） 活動場所について、すでに決めているクラブと、現時点では希望として出しているクラブと、ス

タートは一緒の方が良いのではないか。新しく立ち上がったクラブが入り込めない状況が出てく

ることを懸念している。先に活動していたという既得権ではなく、上田市内の小中学校や市の公

共施設を、公平に使えるようにしてほしい。管理面の問題もあると思うが、校長会でも、教育委

員会とともに様々な種目を受け入れるスタンスでいてほしい。 

（委員） 活動場所について、中学生の立場からも話したい。中学生の活動の地域展開であり、どこの地域

の場所を使ってもいいというわけではない。住んでいるエリアと全く違うエリアに行くのではな

く、真田、塩田、上田など、その地域に作られたそれぞれのクラブで活動する。一番ネックとな

るのが移動の問題だが、クラブがその地域に作られたのであれば、その地域の子たちが優先とま

では言わないが、クラブがある地域の子たちにメリットがあるようにしてほしい。 

また、中学校には、バレー、バスケなど様々な設備があるが、小学校はそういった設備が整って

いない。小学校も活動場所として使えるようにするための整備を令和 8 年度にやってもらえる

と良いと思う。 

（事務局）小中学校のグラウンドや体育館などは、学校の使用時間と、社会体育等で一般開放する時間とが

区切られている。今は 18時半、19時を区切りとしていることが多いが、クラブは中学生の活動

なので、開放時間の今後の調整により使える時間帯が増えることもある。 
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     また、移動手段、移動時間は課題の１つである。その活動場所までの移動が必要なので、なるべ

く近い場所で活動できることが望ましいが、新しいクラブはそれまでその場所で活動をしていな

いため、そういった事情も加味しながら公平性も保ちつつ検討していく。令和 9年度からクラブ

化するところもあり、令和 8 年度から先行して活動するクラブのみで調整することもできない

ため、当面は、その年度ごとに調整していくことが必要。 

     先ほどご意見いただいたが、庁内、各団体との情報共有や意見交換はしていきたいと我々も考え

ている。ご協力いただきたいこともたくさんあるので、是非お願いしたい。 

（委員） 運営団体としてお願いしたい。クラブ登録にあたり、各クラブに収支予算書を提出してもらった。

指導者謝金は 1 時間 1,000 円と市から示されている中、実際に予算書を見ると 1 時間 300 円～

500円で指導してもらうというクラブが多かった。今後、このような状況でやっていけるのか心

配である。長野市はそのあたりをしっかり予算化しておりクラブ化も進んでいると聞く。上田市

でも、クラブだけでなく運営団体への支援もお願いしたい。国でも補助金を創設しており、22万

円～60 万円位の補助が出るということも聞いた。クラブを運営していくためには運営団体とし

ても費用がかかる状況。子どもたち、保護者に負担をかけずに続けていくために、要望としてお

伝えしたい。 

（委員） ほかにご意見等あるか。 

（委員） 昔吹奏楽をやっていたことがあり、夏休み期間中などプロの先生が指導にきてくれていた。他校

と合同で、パート毎に分かれてレベルアップのための練習を行った。市内のクラブ間でも、そう

いった横の連携ができると良いのではないかと思う。 

（委員） クラブ間で交流や連携ができると良いとのご意見だが、いかがか。 

（事務局）吹奏楽については、信州国際音楽村がサポートしてくれている。ボランティアマネージャーとし

てのサポートのほか、運営団体のような役割も担って頂ける予定。学校により人数等は違うが、

時には皆が集まって演奏会を開催するなど、クラブ間で交流をしていけるのではないかと思う。

音楽村にも検討していただくよう伝える。 

     運動系についても、今までにも練習試合など他校との交流がある。競技団体、運営団体にも協力

いただきながら企画していけると良いと思う。 

４ 事務連絡（事務局） 

５ 閉  会（事務局） 
 



 

 

 

 

 

前回会議からの経過・今後の予定について 

 

前回の協議会（12 月開催）以降の経過やここまでの進捗状況、スケジュールをお示しします。 

 

1 経過 

令和 7年 12 月 ●地域クラブ第二次募集の結果公表（12月 26 日） 

●「上田市中学校 部活動地域展開情報」Vol.5、6の発行 

令和 8年 

 

1 月 ●地域クラブの愛称募集終了（1 月 12 日） 

●中学校部活動の地域展開に向けたシンポジウム（1 月 25日） 

●中学校入学説明会（1月～2 月／丸子中学校のみ 11 月実施） 

     2 月 ●地域クラブ第三次募集の結果、種目ごとの一覧公表（2 月 20 日） 

●「上田市中学校 部活動地域展開情報」Vol.7 の発行 

     3 月 ●地域クラブ指導者研修会（3 月 8 日） 

●「（仮称）上田地域クラブ」の愛称発表（3 月 11日） 

 

2 今後の予定 

令和 8年 3 月 ●地域クラブ愛称の採用作品＝最優秀賞、優秀賞の表彰式（3 月 24 日

予定） 

●地域クラブ募集〆切後の申請分 追加公表（3月下旬予定） 

 4月以降 ●地域クラブ募集の随時受付と結果公表（1 学期中に 2 回公表予定） 

●中学校入学説明会、広報活動等 

●地域クラブ指導者研修会 

●児童、生徒、保護者等に地域クラブのイメージや期待感を持ってい

ただけるイベントの開催 

●学校、部活動顧問、競技団体、クラブ設立を検討している各関係者

との調整・支援 

 

 

資料 1 



 

 

 

 

「（仮称）上田地域クラブ」応募結果について 

 

「上田市部活動地域展開推進計画」および「（仮称）上田地域クラブ『基本方針』」に基づき、

令和８年度に先行して活動を開始する地域クラブの募集と、併せて公民館等で活動している団

体による中学生の受け入れ募集を令和７年１０月から同時に実施してきました。 

ここまでの応募・認定結果を次のとおり報告します。 

 

１ 第３次募集までの応募・認定結果 

 （件）  

 認定地域クラブ 
中学生の受入 

可能な団体 スポーツ 文化・芸術 
スポーツ／ 

文化・芸術 

第 1 次募集 6 1 0 11 

第 2 次募集 12 2 0 7 

第 3 次募集 27 3 1 24 

合計 45 6 1 42 

  

 

 2 令和８年４月からの地域クラブ・中学生の受入可能な団体の一覧について 

 

  別紙のとおり 

 

3 備考 

募集・公表日程 

 募集期間 結果公表 

第 1 次募集 

 

令和 7 年 10 月 8 日（水）～

令和 7 年 11 月 7 日（金） 

11 月 14 日（金） 

第 2 次募集 

 

令和 7 年 11 月 17 日（月）～

令和 7 年 12 月 19 日（金） 

12 月 26 日（金） 

第 3 次募集 令和 8 年 1 月 5 日（月）～  

令和 8 年 2 月 6 日（金）  

2 月 20 日（金） 

 

資料 2 
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「（仮称）上田地域クラブ」の愛称審査結果について 

 

上田地域クラブの愛称募集及び審査結果について次のとおり報告します。 

 

１ 応募対象 

小学 4 年生から中学 3 年生まで（上田市、青木村、長和町） 

 

２ 受付期間 

令和 7 年 10 月 24 日（金）～令和 8 年 1 月 12 日（月） 

 

３ 応募状況（最終） 

学年 小 4 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 合計 

件数 6 8 9 8 6 7 44 

 

４ 審査方法 

（1）一次審査 

次の項目について、地域クラブ活動推進協議会小委員会の委員により審査し、10 作品

を選定 

  テーマ性（上田らしさ）、独創性（新しさ・斬新さ）、実用性（馴染みやすさ） 

（2）二次審査 

一次審査で選定された 10 作品について、地域クラブ活動推進協議会の委員により審

査し、最優秀作 1 作品、優秀作 4 作品、佳作 5 作品を決定 

 

5 最優秀賞（新ネーミングとして採用） 

 「うえＪＯＹ」 清明小学校 5年 高桑 大雅 さん 

 ※ほか上位作品及び副賞リストは裏面のとおり 

 

6 審査結果の公表 

公 表 日：令和 8 年 3 月 11 日（水） 

公表方法：市ホームページ及び「部活動地域展開情報 Vol.9」 

 

7 表彰式 

日  時：令和 8 年 3 月 24 日（火）11：00～30 分程度 

（最優秀賞、優秀賞受賞者を対象に、表彰状及び副賞を授与） 

資料 3 



最終審査結果名簿（氏名・学校・学年）
（敬称略）

賞 ネーミング ネーミングに込めた思い 氏名 校名 学年

最
優
秀
賞

うえJOY

ぼくたちが住む上田と、やるなら何事も上を目指そう！上を向いて行こ
う！という思いを込めて「うえ」を先に付け、JOYは、皆んなで喜びを分か
ち合ったり、楽しんだりしたいという意味を込めました。上田地域くらぶと
いう活動を「うえJOY！」というネーミングで地域全体で盛り上がっていっ
たらいいな、楽しそうなイメージが持てるような名前になったらいいなとい
う思いを込めました。

高桑　大雅 清明小学校 小5

優
秀
賞

COCON上田

フランス語でCOCONは、繭の中にいるような心地よい空間を意味する言
葉です。またCOCOはフランス語でお気に入りという意味もあります。地
域クラブでは、自分のお気に入りのクラブに入って、心地よい空間で楽し
く成長していけたらいいなぁと思います。そんな希望を込めて、この名前
を考えました。

原　明究 川辺小学校 小5

〃 ロクアス　上田

「ロク」と「アス（明日、我々）」を組み合わせ、六文銭の精神と共に未来
へ進むチームを意味し、上田の歴史を築いた真田氏が旗印とした六文
銭は、彼らが命を懸けて戦に臨んだ覚悟と不屈の精神を象徴して、私達
は、その勇猛果敢な「ロク」の精神を受け継ぎ、伝統に甘んじる事なく明
日(アス)見据えて進化し続け、クラブに関わる全ての「アス（私たち＝選
手、スタッフ、地域の皆様）」が一体となり、勝利へ向い挑戦し続けるため

町田　瞬 第一中学校 中1

〃 スポカル上田
目的が、新たなスポーツ、文化芸術活動を地域全体で創り出していく改
革と言うことでつけました。 
スポーツとカルチャーの造語+上田

星野　陽 川辺小学校 小6

〃 サントソーレ上田
養蚕の町上田にあるのサントと、ソーレ頑張れのかけ声の音とフランス
語のソーテ、跳ぶという意味の音に近い響きでどんどん地域クラブが、
上昇していく願いをこめました。

矢嶋　剣士 第二中学校 中2

2

＜副賞リスト＞
№ 地域

A ※上位5名まで贈呈 -

B1 長野市

B2 〃

B3 松本市

B4 〃

C1 〃

C2 〃

C3 〃

D1 市立美術館 上田市

D2 〃

D3 〃

E1 サントミューゼ 〃

E2 〃

F 〃8/23(日) 　　　　〃

〃 9/19-12/6 ・HAIBARA　Aｒｔ＆Design

群馬交響楽団上田公演 7/4(土) サントミューゼ大ホール

〃 〃 11/22(日) 　　　　〃

読売日本交響楽団上田公演 〃

〃 〃 5/3(日) vsヴァンフォーレ甲府J2

上田市立美術館・企画展 「美しいユートピア」

☆鑑賞チケット
は後日の引換と
させていただき、
今回は「引換券」
を交付いたしま
す。

4/11-6/7 ・理想の地を夢みた近代日本の群像

〃 「秀吉と桃山文化」 〃 7/18-9/6 ・大阪城天守閣収蔵品選

〃 「和紙がおりなす日本の美」

J3サッカー松本山雅J100年構想L サンプロアルウィン 4/26(日) vs長野パルセイロJ3

〃 〃 4/29(水)祝 vsジュビロ磐田J2

〃 エア・ウォーターアリーナ松本 4/18(土) vs愛媛オレンジバイキング

〃 〃 4/19(日) 　　　　〃

男子バスケットボール信州ブレイブウォリアーズ 長野ホワイトリング 4/11(土) vs岩手ビッグブルズ

〃 〃 4/12(日) 　　　　〃

副賞提供元 会場等 期日・期間 会場又はイベント名

女子バレーブリリアントアリーズ・サイン入りバレーボール ※3/24表彰式 ※上半期リーグ戦なし



 

 

 

 

「（仮称）上田地域クラブ」の愛称の使い方について 

 

これまで上田市における地域クラブの名称は「（仮称）上田地域クラブ」と名乗ってきまし

た。この度、その愛称を募集した結果、「うえＪＯＹ」と決定いたしましたが、「うえＪＯＹ」の

みでは何を指すのか分かりにくいほか、行政の立場で用いる用語として不具合な場面も想定

されます。 

このため、当面の間、次のような取扱いをしていくことについてお諮りします。 

 

1 「（仮称）上田地域クラブ」の新しい名称について 

 部活動地域展開に係る国のガイドライン等では「地域クラブ（活動）」と称していること、

また、上田市における地域展開は長和町・青木村と連携した取り組みであることから、「（仮

称）」を外した「上田地域クラブ」と名乗ることとしたい。（主に、市議会や予算編成など行

政として地域クラブを表現する場面を想定） 

 なお、会議など口頭で説明する場面や、市民等に情報提供する際は適宜、 

「上田地域クラブ+（愛称／通称）うえＪＯＹ」など、「うえＪＯＹ」の定着を図っていく。 

 

2 「うえＪＯＹ」について 

 これまで広く使われてきた「ブカツ」に代わる愛称・通称として定着するよう、様々な場

面で用いていただけるよう周知する。特に、生徒同士や保護者・クラブ関係者の中では是非

「うえＪＯＹ」のみを用いていただきたい。 

 

 従来：今日は「ブカツ」の日だ。 

 今後：今日は「うえＪＯＹ」の日だ。 
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